京極為兼の本歌取りの歌：玉葉集の作品より by 広永, 浩
る。当時の勅撰集でこれ程万薬楳の歌を多く取ったものが二条家の歌学に基づいて、
古今渠絶対雌重の立場から、
古今集に関係 ある名称ばかりを付していた事
を思う
と
、
その新しさを想起させ 。
次に万葉集の歌を
八十四首も入集させ
て
いることであ
ついて付言する
と
、ま
ずこの名称で
ある。中世の勅撰集
い
U
西行が古今媒の中でも特に雑部を韮視し、
常
にそこ
は色々な点で代々の勅撰集と
は異っており、
そ
の
特徴に
に分裂し、
各々激しく対立するに至るのである。
この対
雑部の性格は一定せず、
各々の部立に属さない歌を集め
た所であり、
それだけに駄作もあるが、
秀歌も多く、
勅
撰集におけるその価値は四季歌や恋歌に劣るものではなを見るように言っていた事によっても、
当時から勅撰集
径1)
の痘要な部立であった康
が
わかる。
る車等があるが、
その他、
二十一代集中最も歌数が多く、
国歌大観
で二
千七百八十七首（拾芥抄では二千八百三首）取られて．い
しかし従来の勅撰集に比ぺて最も大き
派は玉葉歌風
を
形成し、
玉葉集を撰集する。
この
玉葉集
立は当然 事ながら歌風・歌論の相違に迄発展し、
京極
多く取っている事も、
玉葉集の大きな特徴であろう。
か
るに、
御子左家三代目の為家の子の代
に
なる
と、
三家
更に、
従来三巻であった雑部を五巻に増し、
恋
歌
より
子に
よって決定づけられたと言って
も
過言で
はない。
し
中世の和歌及び歌論の方向は御子左家の俊成・定家父
広永
京極為兼
本歌取
玉葉集の作品より
の
牛口 •‘ 
の歌
は他に見当らない。
これらの歌の評価や出典はともかく、
為兼卿和歌抄の彼の見解と呼応するものである。一見何の変哲もないように思われるが、
実は、
紐旅とい
う漢語を旅歌という 語に改める事によって、
題詠等の
楷成歌よりも実際の「別れ」の気持を詠んだ歌や旅中の心情を表現した歌を重視しようとした為兼の配慮によるものと考えられる。
部立では、
総旅を旅歌と改めている事である。
これは
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一 、 何 く よ り お く と も し ら ぬ 白 醤 の く る れ ば 草 の 上 に
．．
． 
み ゆ 覧
す べ き 歌 群 が あ る 。 し た 叙 景 に
あ
っ
た 事 を 示 す
も の で あ ろ う 。
こ れ 迄 の 勅 撰
集 は 比 較 的 （ 巻 数 を 考 慮 す る と ） 恋 歌 が 多 く 、
従 っ て 巧
緻 で 妖 艶 な 傾 向 の
も の が
多 か
っ
た が 、
玉葉集で
は
逆 に 四
季 歌 や 雑 の 歌 が 多 く 、
硯 照 的 叙 景 歌 の 存 在 が 目 立 つ 。
以 上 述 べ て き た 玉 葉 集 の 特 徴 は 、 す べ て 風 雅 集 に 受 け
継 が れ 、 十 三 代 集 中 こ れ ら の 二 勅 撰 集 は 、 中 世 に お い て
さ て 本 論 に 入 る 前 に 、
お こ う 。 彼 の 歌 は 集 中 三 十 六 首 あ り 、
玉 葉 集 中 の 為 兼 の 歌 を 大 親 し て
そ の 中 で 特 に 注 目
（ 五 一 七 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 国 歌 大 設 の 番 号 ）
二 、 醤 の 色 真 柴 の 風 の 夕 げ し き あ す も や こ 4 に た へ て
詠 か む
．
（ 五 四 四 ）
三
、
秋 ぞ 変 る 月 と 空 と は 昔 に
て 世 々 へ し 影 を さ な が ら
ぞ み る
（六九一）．． 
四 、
心 と め て 草 木 の 色 も な が め お か む 面 影 に だ に 秋 ゃ
多 い 事 で あ る 。
こ れ は 玉 葉 歌 風 の 中 心 が 、
自 然 を 対 象 と
よ う に 思 わ れ る 。 れ ば 自 然 と 祝 界 に 入 っ て く る 時 も 「 み る 」
と
言 っ て い る
は 多 く の 場 合 「 み え る 」 の 意 と し て 用 い ら
れ
、目
を 向 け
兼 の 歌 は 明 ら か に 意 談 的 で あ る 。 又 こ れ ま で の 「 み る 」 思い
に
ふ け る 」 と の 掛 詞 で あ っ て 意 識 性 が 乏 し い
が 、
為
の「な
が
め 」 と は 少 し 異 る 。
小 町 の 歌 は 「 長 雨 」 と 「 物
に
か め る 意 志 が あ る 。 五 番 の 「 な が め る 」 は 「 物 思 い に ふけ る 」 意 味 と し て 用 い
て い る が 、 や は
り
作 者 が 積 極 的 に
「 な が め 」 て い る の で あ っ て 、
古 今 集
の
小 町 の 歌
••
• 
花 の 色 は 移 り に け り な 徒 に 我 身 世 に ふ る な が め せ し ま
特 異 な 存 在 と な っ て い る 。
る」は、
い ず れ も 自 分 の 目 で 直 接 対 象 を 見 、 積 極 的 に 確
詠 み 込 ん で い
る歌である。
こ
の
楊 合 の 「 み る 」
「 な が め
以 上 の 六 首 は 各 々 r み る 」
な
が め る 」 と い う 主 観 語 を
ひ 増 る
な 特 色 は 、 四 季 歌 が 恋 歌に比較して圧 倒 的 （ 二 倍 弱 ）に
（八一――― ― ― )こ 五 九 二 ）
六 、
空 し き を き は め 畢 り て そ の 上 に よ を 常 な り と 又 み．．つ る 哉
（ 二 七 0 九 ）
．．． 
五 、 思 ふ 方 に 見 え つ る 夢 を 懐 し み 今 日 は 誂 め て わ れ 恋
残 る と
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Jれ
らの
万葉集からの影褐と思われる競照的写生の憩
集させたと思われるか
らである。
ろ
う
。
以上の「み
る
」
例えば新後撲集・続千載集（共に為世撰）中
の
為世の
歌
に、
これらの用例
が
一首もない事によっても明らかであ「ながめる」が
為兼
の
特徴である事は、
していた事は彼の歌論密である為兼掬和歌抄に詳しく述
詮
2)
ぺられ ＞る。等五十四首（短歌のみで）もある。
為兼が万葉集を重視
これらの「みる」
歌の基本があるように思われる。すなわち、
題詠や百首
を
詠むという写生の態度で
あ
る
3
そしてこれらの「みる」
「ながめる」という観察の態度は万葉集の影舌によるものと思われる。．万葉集にはこれらの用例が多くあ
り、
巻
二十だけを見ても、
（四四五一―-）
移り行時見る毎に心いた＜昔の人し思ほゆるかも
（四四八一―-）
尚、
考察の対象とする為兼の歌を玉葉集に限定した理
由は、
当時二条家の歌学及び歌風が
歌壇を風麻していた
中にあって、
京極派の存在
は
微々たるものであり、
勅
撰
梨の名を偕り 京極派歌風を主張しようとした所に為兼の意図があったと考えるからであるし
従って自撰歌は京
極派歌風
を
代表する歌で
あると思われるからであ
る
0．
そ
して、短期間に多くの勅撰菜を生むという当時の形骸化された勅撰集であっても、
撰集が公的なものであり、
歌
人逹にとって
歌の指導習で
あ
り、
詠歌の一目慄であった
事は代々の勅撰集と変わらず、
それが歌入逹に与えた影
醤は大であった
と思わ
れる。
それだけに撰者にとって慎
狐さが要求され、
秀歌を厳撰しなければならず、
撰者自
身の歌も、
その例外ではなかった筈であり、
自讃歌を入
かも
．．．
秋風の吹き抜き敷ける花の庭清き月夜に見れど抱かぬ
ていきたい
3
それによって京極歌人の古典摂取の一方法を明らか
に
し
歌のような構成歌ではなくて、
自分の目で見、
感じた事
した定家の考えと、
どのよう
に
相違しているかを
考察し、
ように生かされているか、
又中世の本歌取の技巧を規定
「ながめる」という態度に為兼の詠
度と対象を積極的に把握する態度が為兼の本歌取にどの
-81 -
二、
思ひやるな
ぺ
て
の花の春の風このひともと
の恨のみ
ど
（新古今、
春、
四一、
宇治前関白太政大臣）
杉の枝をまばらにふける聞のうへに驚く計霰ふるらし
（冬
降る
一、
梅の花くれなゐにほふ夕荘に柳なびきてはるさめぞ
春の夜の月にむかしや思ひ出づる邸津の宮に匂ふ梅か
（秋
六
九
0)
もあるなり。
」とある。
まず玉葉集中の為兼の本歌取の歌及び本歌を掲げる。
（春
八一―-）
をられけり紅にほふ梅の花今朝しろたへに雪はふれA
ぬ専なるゆゑに、
たかくも、
ふかくも、
おもく
秋風はふき結ぺども白露のみだれておかぬ草の葉ぞなき
詞も体も性も優に
いきほひもおしなぺてあら
（秋
五一七）
ちに動く心を外にあらはすにたくみにして心もほしきま4 云ひ出せり。
心自性をつかひ、
う
注
2
、
「万葉の比は心のおこる所のま4に同堪ふた4
注
1
、
古今集の風体を本としてよむぺし。中にも雑の部を常に可見。」とある。びいはるA
も
はゞからず、
製睛もなく、
歌詞
ただのこと葉ともいはず、
心のおこるに随ひて、
西行上人談抄に「和歌はうるはしく可詠なり。
四、
何くよりおくともしらぬ白露のくるれば草の上にみゆ覧
花にあかぬ歎はいつもせしか共今日の今宵に似る時はな
し
（古今、
春
、
九九、
詠人しらず）
三、
廻行かば春には又も造ふ辿もけふの今宵は後にしも非
じ
二九二）
（新
古
今
、
春
、
10五、
在原業乎朝臣）
（新古
今
、秋
、
三一
0
、大
弐三位）
五、
いかなりし人
の情か思ひ出づるこし
か
た語れ
秋の夜
の月
も（
新勅撰、
春、
四二、
覚延法師）
六、
曲のうへはつもれる雪に音もせでよこぎる霰窓た4くなり
101
―)
（後拾遺、
冬、
三九九、
大江公資朝臣）
（春
かは
吹く風に誂へつ
く
る物ならば此一本はよきよとい
はま
（春
ニ四四）
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① 
て 詞 花 集 あ た り 迄 に な る と 考 え ら れ る 。
て
（ 拾 遺 、
別 、 一 二 五 二 、
笠 金 岡 ）
浪 の 上 に 見 え
し
小 島 の 島 が く れ 行 く 空 も な し 君 に 別 れ
注 2 、
詠 歌 大 概 に 「 近 代 之 人 所 詠 出 之 心 詞 雖 一 句 謹 可
け り
（ 雑
Kの 様 に 為 兼 の 本 歌 取 は 、
形 式 上 だ け を 見 て も 定 家 の
一 六 九 八 ）
五 ・ 七 ・ 八 ・ 九 番 の 本 歌 の 作 者 は 詞 花 集 以 後 に 活 躍 し た
年 ）
者 で あ る 。
九 、
ことのは
に
出 で
し
恨は
つ
き は て 4 心 に こ む る う さ に
新 古 今 集 以 後 の 勅 撰 集 に 本 歌 を 求 め て い る し 、
そ の 内 、
一 八 六 一 、
権 少 僧 都 公 朝 ）
②
は 八 首 ま で が 本 歌 と 同 じ 部 立 の 歌 で あ り 、
③ も 七 首 が
古は
か く や 覚 え し 待 つ 事 の な け れ ば 早 く 行 く 月 日 か な
句 か 下 句 の ど ち ら か 一 方 に 片 寄 っ て い る と 言 え る 。
（ 恋
けめ（続古今、
恋 、
一 三 八 九 、
中 務 卿 親 王 家 備 前 ）
八 、
待 つ 事 の 心 に す A む け ふ の 日 は く れ じ と す れ や 余 り久しき
一三八二）
（ 続 古
今
、雑
、
成 ぬ る
（ 恋
恨むべ
き
言の葉も
なく成に
け り つ ら し と い ふ も 限 こ そ
あ れ （ 統 拾 遺 、
恋
‘t
o
九 二 、
九 条 前 摂 政 右 大 臣 ）
＋ 、
浪 の 上 に 映 る 夕 日 の 影はあれど遠つ 小 島 は 色 く れ に
二
0
八 七 ）
以 上 の 十 首 に つ い て 本 歌 取 が 認 め ら れ る 。
こ こ で 気 付
程 1 )
く尊は｀
定 家 の 規 定 し た 本 歌 取 の 三 原 則 と も い う べ き 、
二 句 ま で 取 っ て 上 下 に 分 け よ 。
規 定 し た も の と 大 き く 相 違 し て い る 事 が わ か る
。
注 ー 、
毎 月 抄 ・ 近 代 秀 歌 ・ 詠 歌 大 概 参 照除 弁 之 七 八 十 年 以 来 之 人 歌 所 詠 出 之 詞 努 々 不 可取 用 之 。 」 と
あ り 、
こ れ に よ っ て 必 然 的 に 本
歌
の 範 囲 も 限 ら
れ て 来 る 訳 で 、
三 代 集 を 中 心 に
し
番の六首について、
取 っ た 詞 が 本 歌 と 同 じ 位 置 、
又は上
っきりと は 定 め 雉 い が 、
し か し 一 ・ ニ ・ ― ― ― • 四 ・ 七 ・ 九
が ほ と ん ど 守 ら れ て い な い 事 で あ る 。 す な わ ち ① は 、
今 こ む と 頼 め し 夜 は の 更 け し 社 変
る つ
ら さ の 始 め
な
り
近代作家のを取るな。
（恋
- ＝ 一 六 八 ）
七 、
人 も 包 み 我 も 重 ね て 訪 ひ 難 み 頼 め し 夜 は 4 唯 更 け ぞゆ く
れ
。
②
は
心 （ 部 立 ） を 変 え て 、
し か も 本 歌
と
わ か る 様 に
取
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（巻
1
九、
四一4二九）
の歌は、
これらの歌と関係がありそうである。
しかし本
歌はと
も
かく、
為
兼
の本歌渠は詞を取ると同時に心（内
も家持の
春
の苑紅にほふ桃の
花下照る道に出で立つ少女
を
与
え
る
。
尚「紅
に
ほふ」は万葉集に四例の歌があり、
その中で
のり
と
した嗅覚的感覚をも想起させる効果を果している。
いるのである。
そして全体的には、
視覚的情景に、
ほ，ん．
．．．
な新古今集の歌である。
為兼の歌は本歌の・「紅にほふ梅
次に本歌との内容の比較を検討する。一の本歌は紅梅である為、
積った雪にも見紛う填なく、
花の咲いた小枝を折る事が出来たという主旨で、
技巧的
の花」
の
二句を取って詠んだ歌で、
容）とも深く関係があるものばかりである。
（後述）し
かる
に
、家
持の歌
と為兼
の
歌とは内容に関して全く繋り
がない。
従って家持のこの歌は為兼の本歌とは認め難い。
二の本歌の心は、
春風によって花の飴る専を借しむ気’
持である。
この本
歌の心を受けて更に発展させたのが為
「紅にほふ梅の花」
兼の歌 又本歌が見事に咲いた一本の桜を特に惜
を自歌の中に生かしている。
すなわち、
梅の花が一．面It
..‘ん
でいるのに対
して
7
為兼の歌は特定の木に限定せず、
咲き匂っている情崇を騎化させ、
そこに余情を持たせて
又本歌が早朝 厳しい寒さを感じさせるのに対して為兼の歌は、
寒さも和いで、
しかも夕暮という闊で眼い印象
展させている第に変りはない。 すべての桜を対象にしているのであって、
為兼の自然に
対
する態疲を知 亭が出来る。更に時代が少し下がるが、
これらの類歌として、という歌があり、
為兼の歌は孫歌であるとも考えられる。．
しかるに新後撰集のこの歌と古今集の歌とは、
心は全く
．．3
明であ が、
（新
後撰
、春
、
―一七、
藤原為通朝臣）
同一のものであり、
為兼がどちらを本歌と
し
たのか
は
不＇．
いずれにせよ、
本歌の心を継承し｀
更に発
三の歌は一見本歌と全く同じ心を詠んだ
も
のの様に思．
えるが、
各々の詞搭きを見ると、
その違いは歴然とする。
桜花よきてと思ふかひもなくこの一本も春かぜぞ吹く
-84 -
結句
の推貨の助動詞止めが歌全体に時間の経
過を与えて
く
否定語を重ねて使用したり
、
本歌の「白器の乱れておかぬ草の葉ぞなき」(の内容を取って、
別の視点から詠んだ歌であ
る。
句切れがなく平明
であるが
作者の目は前栽の草に光る器に焦点が槌かれへ．．．
智的・技巧的な歌であり、
空想の歌である。為兼の歌は
いう反対の言葉を各々上句下句に分けて置くといった理
「結ぶ」と＇「乱れる」と
．．．
．． 
四の本歌は下句
の「乱れておかぬ草の葉ぞなき」の如
集によると、
「弥生のつごもりの夜よみ侍りし」という
詞書きがあって
作者為兼の実景｀
実感
の
歌である事が
わかる
0
行く春を惜んで一人行み、
自然を眺め続けて
い
る作者の心情の歌である。歌である事が知られる。
これに対して為兼の歌は、
玉葉
本歌
は
業平の歌で、伊勢物語によると、
むかし春宮の女御の御かたの花の賀にめしあつけられたりけるに
という詞書きの次にこの歌が出て来
る。
この詞書きによ
って、
本歌が実景に即した歌であるといっても、
宴会に
招待された時の挨拶の歌であり、
儀礼的な内容を含んだ
五はいずれも過去回想の歌である。
本歌は春の夜の月
;'.
.f,3
に高津の宮、
特にそこの梅の花を回想し、
．＇為兼の歌は秋
・い[...，
の夜の月を見て
過去の人の情を思い浮かベズいる→季'
節ゃ回想 内容は異るが、
共に
夜
の月を見て｀ヽ
•9
しみじ
みと往
時
を偲んでいる歌である。
為兼の歌は、
秋の月に'...
語りかけ、昔 人 面影を追い求めようとする気持が格・
竺
1 
調の高さと相侯って、
切々と迫っ，て来る感を与える。
為．．．
兼の歌 中でも、
すぐれた歌の―つで
あ
る
f..
，
·t
.i
['
｀•,
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六は本歌で説明された閾の状態を取って詠んだもので
ある。
本歌
は
、
杉の枝に降る霰の音に作者の感動の中心
．．．
如・"
.
があり、
為兼の歌は降り甜った雪の為、
屋根を叩く霰の
音はしないが、
窓を打つ音を聞いてそれと感じるといっ
た為兼の歌に
は
珍し＜智的で技巧的な表現の歌で、ある。‘
たとえ、
この市が作者の発見であったとしても、
理に過
ぎた幣は免れず、
．歌苑述署事書に
．
この霰の風体いといたうくだけてこそきこゆれ
9ー
略ー，．
上手のことばづかひはかや にはなきものを。
り
実景に即した歌であろう。
いて、
余情ある表現にしている。多分に写生的な歌
で
あ
そして「けふの日はくれじとすれや」とまで言って｀本歌を受けて現在体験している
ものとして詠んでいる
3
以上見て来た様に為兼の本歌取の歌
は
、そ
の多くが本
あ
る
。
相手を待っている
時、
時間はなかなか経たない、
という
若かりし頃を懐しむ気持で
あ
る。
為兼の歌は恋の歌で、
時間は驚く程遠く経つ
もので
あるという老人の果敢さと、
んでいる
時
の詠
である。
刻々と暮れて行く情景が時間の
で、本歌の別れの気持の有無に拘らず、海辺でじっと行
ぎ
て
し
まうものだ、
という主旨の歌で、
言外の意味は、
今は恋をす 事も無いし、
特に待っべき賽も無いので、
為兼 歌は、
この本歌の自然描写を受けて詠んだ叙景歌
経過と共に
陰と腸という色彩に対照されて美しく表現
されている。
自然の写生を頂んじた為兼 すぐれた歌で
時間はなかなか経た
な
が、
それ以外の
時はどんどん過
八の本歌は述恢の歌で、
その内容は、
待っている時の
える
。
まりなのであろうと詠むのに対
し
て、
為兼の歌は男性の
側から、
あの人も隠しているし自分も誼ね
て
は行きにく
い、
その為その夜は唯更けていくばかりであると詠じて
いるのである。
本歌の心をうまく摂取した
歌
で
あるとい
為兼の歌は逆に、
自分の内部で次第にあきらめの気持に
なっていく惑情を表現している。
そこに
本
歌と異り、
本
歌の時点か 時間（感情）の推移が認められる。
十番の本歌は、
笠金岡が渡唐する
時
、友
人の歌に答え
て
詠んだ別れの である。
出航後の寂然とした別れの感
情が自然を描写する事によって淡々と述べられている。りの気持を含んで、
外に向って吐霞しているのに対して、
．男
の
心変りによるものであって、
これが恋のつらさの始
少異るが全く同一の内容であ
本歌が忍耐の限界を怒
いた今夜も、
あの
人は来ないで更けてゆくばかりである。
九番は両首共恨恋の歌であ
り
、特
に
上句は表現こそ多
場から んだ歌である。
本歌が女性の側から、
期待して
問接表現であるかの相違である。
七の両首は同じ心（忍恋又は耐恋）を男女の各々の立
と
指摘される所
も
ある。
待遠しさ
にいらいら
しているの
である。
人間の
時間に
対す
る
把握の仕方は
両首共同じで、
直接表現をとるか、
-86 -
ぞやる
（古今、
雑別、
三七――-）
思へ共身をし分けねばめに見えぬ心を君にたぐへて
G秋
歌の心（内容）と密接な関係があるという事がわかった。又彼の本歌取
の
技巧が定家の規定したもの
と大きく異る
一見して本歌取の歌であると即断出来る歌はほとん
歌）の本歌取の歌
の
ニ・――一例を挙げると、
姻さへ霞そへけりなには人あし火た＜屋の春のあけぽ
難波人芦火たく
や
はす.たれど己が妻こそとこ珍ら
八八七）
（拾
遺
、
恋
、
天つ風雲のかよひ路吹きとぢよをとめ
の姿
し
ばし留
か（
古今、
雑
、
八七二）
且に見え
5
心
計は慕へども身をし分かねば秋ぞ止らぬ
五九＝＝）
（近代秀歌）
と定義し、
古歌の情景や季節等を換骨奪胎して、
自歌の
効堪能先逹之秀歌」
（詠歌大概）であり、
更に中世の和
く、
作り事や空想として玩んだり鑑賞して楽しんだりす
定家
の
様に天性歌オに恵まれていた者は、
が、
為家 死後．
二条家が歌壇の主流を占
め
、
る所に心があ
るとするのは疑問であり、
お
かし
い。
真に
巧を駆使し、
和歌を写生や実感としての心情表現ではな
り重要なものと考えていたにも拘らず、
複雑で巧緻な技
（春
まだ良かっ
た
その末流
おなじくば空に霞の関もがな雲路の雁をしばしとゞめむ
五七）
必然的に生じて来る技巧であった。所が定家は心を詞よ歌が言外の余情
を
重視する傾向にあったポ等からして、
な
れ
定家の詠歌の基本が「情以新為先、
詞以旧可用、
風体可
の
（春
四一）
中に生かし、
歌に重囮性を持たせる所に
あ
った。
これは
ると
1
層明らかになる。
例えば続千栽集中の為世（自撰
らためず、
よみすゑ
た
るをすなはち本歌とす
と
申す也。
創作に近い。
この事は二条派歌人の本歌取と比較してみ
ふるきをこひねがふにとりて、
昔のうたのことばを
あ
ど無
それだけに為兼の歌は本歌取と言っても全くの
巧は定家が、
為
、
という事
は
一目瞭然である。
この様に今迄の本歌取の技
く
そして巧みに詞を取っていて、
しかも本歌取である
等々である。
これらは自讃歌であったらしく、
各々面白
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という見解は、
彼の本歌取にも、
はっきり裏付けされて
いる。
又定家の教えを忠実に守っている二条派に対し、
古人の詞をも我かたのおもむきにのみとりなし、
心は
いれでひがざまにことはり、我物に得るところもなし。
と言い、｀更に、
古歌を多く紅ぽえ、
家々の抄物をみるばかりによりて、
はれ、天地の心 もかなふぺきにこそ。
とはせず、
空想で実（心）の無い類廃しきった詠歌方法
ただ他の歌論書と大いに異る所は、
万葉集を実作の手本
．としても評価している事である。
この事は、？本歌取等に
より
過去の伝統を煎んじるのみで
、新
し
，さ
を求めよ＂ブ
為兼卿和歌抄には、本歌取の事はほとんど見あたらない
。
必ず本歌取の水について
かなり詳しく論じているが、
た、
定家・為家・為世と各々歌論搭があり、
その中には
時代 適合しない内容は、
鋭 これを批判している。
ま
と説く に
定家
の
教えであっても｀
理に合わない所や、
になるにつれて、
この本歌取の技巧は、
印象に統一のな
い達磨歌となり、
又創造力の乏しい歌人により、
駄歌と
なって行くのである。
これに対して為兼の本歌取は、
古歌の換骨奪胎という
よりは、
古歌の心を継承•発展させたものであって、
古
歌と有機的繋
り
を持っているものが大部分である。
為兼卿
和歌抄に見られる、
く思ひいるぺきにこそ1略］春夏秋冬の素色、
時にし
たがひて心をなして れをもちゐよ1略ー春は花のけしき、
秋は秋のけしき、
心をよくかなへ
て
、心
にへだ
てずなして言 あらはれば、
をりふしのまこともあら
あるべき
。
と言って、
過去の伝統にのみ拘泥している詠歌態度や、
伝授を頂んずる態度を明快な論理で喝破している
U
そして、
二条派との詠歌態度の相違を、
也0
1略ーことばにて心をよまむとすると、
に詞のにほひゆくとは、
心のまA
かはれる所あ にこそ。
景物につ て心ざしをあらはさむも、
心をとめ、
ふか
はそれをまなばむとする心なれば、
おほきにかはれる
むは叶ひ侍りなむや。
古人は我と心ざしをのぶ。
これ
たゞ姿詞のうはぺをまなびて、
立ちならびた
る心地せ
歌のよくよまれば、
末代の人ぞ次第にみてはかしこく
,:__88 -
為 兼 が 万 葉 集 を 拠 り 所 と し な が ら も 、
徐 々 に 万 葉 的 な 長
る゜
と い う 歌 が あ
る
。弘
安 八 年 は 為 兼 三 十 ニ オ で あ る 。
この
こ の 中
で
所 を 、
自分の中で消化し、
普 遍 的 な 歌 と し て 回 生 さ せ て
い る 亭 に よ る も の で あ る 。
又 、
本 歌 取 に 対 す る 為 兼 の 消
さ せ る 手 段 と し て 歌 の 力 を 利 用 し よ う と し 、
卓 越 し た 歌
この様にして為兼は玉葉歌風を完成せしめ、
京 極 派 歌
人 達 や 冷 泉 派 歌 人 達 を 指 導 し 、
沈 滞 し て い た 中 世 歌 壇 に
一 時 期 で は あ っ た が 、
新 風 を 吹 き 込 む 事 に な っ た の で あ
1 本 学 大 学 院 一 年 ー
万 葉 集 の 歌
を
本歌と
し
た
歌 は 一 首 も 見 当 ら な い 。
こ れ は
る
と 即 座 に 判 断 出 来 る
歌は
一 首 も な い 。
剰 え 、
彼 が 五 十 九 オ の 時 の 奏 覧 で あ り 、
自撰歌
中 、
万葉的で
あ
風 や 歌 論 を 確 立 さ せ る 必 要 が あ っ た
と
も
考えられる。
歌 が
万葉的であ
る の は 一 読 し て 明 ら か で
ある。
玉葉集は
と 思 わ れ る 。
又 ｀
政 治 的 に 見 る な ら ば 、
彼の野心を実現
ま ん か も
抗 し て 、
― つ の 歌 風 を 確 立 す る 必 要 が あ っ た 事 に
も よ る
庭 の 面 は と し ふ る こ け に か く る と
も通しいもをまちゃ
な か っ た 為 、
歌 壇 の 主 流 に な る 事 が 出 来 ず 、
二 条 家 に 対
っ て く
る
。例
え ば 弘 安 八 年 四 月 歌 合 十 五 番 左 為 兼 に 、
な 理 由 で あ る が 、
対 社 会 的 に 見 て 彼
が 御 子 左 家 の 銅 子 で
尚 、
為 兼 の 万 葉 集 に 対 す る 考 え は 、
時 と 共 に 大 き く 変
に到り得たのは、
彼 が 天 性 歌 オ に 恵 ま れ て い た 事 が 大 き
は、
美 意 識 を 持 っ て い た と 思 わ れ る 赤 人 の そ れ に 近 い 。
した中に見られる動きであ
る
。そ
し て 写 実 的 な 自 然 描 写
的 と い っ て も 、
雄 々 し く 、
生々しいものではなく、
沈 静
そ れ は 、
1一 番 ・ 五 番 ・ 十 番 等 を 見 て も わ か る 如 く 、
万 葉
和歌革新をしようとしたからで
あ る 、
と思われる
。
た だ
を 自 然 の ま ま に 吐 餞 し て 来 た 万 葉 人 の 詠 歌 態 度 を も っ て 、 や 態 度 を 嫌 い 、
写実的でまこと（実11心）があり、
心情
以 上 為 兼 の 本 歌 取
は
定 家 や 二 条 派 歌 人 の 技 巧 と 達 っ て
い た 事 を 述 べ た 。
そ し て 、
この違い
は
単 に 、
本歌取とい
う 一 技 巧 の み で な く 、
和
歌
に 対 す る 根 本 的
な
態度の相違
に よ る も の で あ る 事 も 言 明 し た 。
為 兼 が 、
こ う い う 認 識
四
極的態によるもの
で
も
ある。
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